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上
の
資
料
は
、

大
正
十
一
年
（

一
九

二
二
）

に
、

群
馬
県
内
務
部
か
ら
発
行

さ
れ
た
「

群
馬
県
五
大
物
産
統
計
」

に

記
載
さ
れ
て
い
る
グ
ラ
フ
で
す
。

　
繭
の
グ
ラ
フ
を
見
て
み
ま
す
と
、

春

蚕
と
夏
秋
蚕
の
合
計
が
「

石
」
で
表
さ

れ
て
い
ま
す
。
（

一
石
は
約
一
五
〇

㎏
）
最
高
値
は
、

大
正
七
年
で
四
十
七

万
三
千
石
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
生
糸
の
グ
ラ
フ
は
、

糸
巻
き
か
ら
垂

れ
た
糸
の
長
さ
で
そ
の
値
が
表
さ
れ
て

い
ま
す
。

最
高
値
は
大
正
八
年
で
、

五

十
四
万
二
千
貫
（

約
二
〇
三
三
㌧
）

な
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
期
、

群
馬
の
養
蚕
・
製
糸
は
順

調
に
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

し
か
し
大
正
八
年
を
ピ
ー

ク
に
翌
九
年

に
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
後
の
恐
慌
の

影
響
な
ど
が
養
蚕
農
家
に
も
打
撃
を
与

え
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、

昭
和
四
年

(

一
九
二
九

)

の
世
界
恐
慌
や
化
学
繊

維
の
登
場
に
よ
り
、

同
九
年
に
は
繭
価

格
が
底
値
を
記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
、
太
平
洋
戦
争
の
開
始
な
ど
の
影
響

も
あ
り
、

群
馬
の
養
蚕
・
製
糸
は
衰
退

へ
と
向
か
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
統
計
書
に
は
「

本
編
は
県
下
の

五
大
物
産
た
る
米
、

麦
、

繭
、
生
糸
、

織
物
に
付
、

そ
の
産
地
分
布
の
状
態
な

ら
び
に
、

各
郡
市
町
村
に
お
け
る
産
額

の
多
寡
を
観
察
す
る
を
も
っ

て
目
的
と

す
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
編

さ
ん
目
的
か
ら
も
、

当
時
の
群
馬
県
に

と
っ
て
、

養
蚕
や
製
糸
が
重
要
な
産
業

で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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【
日
時
】
平
成
二
十
六
年
十
一
月
一
日(

土)

【
場
所
】
文
書
館

研
修
室

【
演
題
】
史
料
か
ら
読
み
解
く
地
域
の
歴
史

～
西
上
州
の
関
所
と
脇
街
道
～

【
講
師
】
岡
田
昭
二
（
当
館
主
幹
専
門
員
）

江
戸
時
代
の
西
上
州
（
藤
岡
・
多
野
、
富
岡

・
甘
楽
周
辺
）
は
山
間
畑
作
地
域
で
あ
り
、
特

産
物
と
し
て
蚕
糸
・
生
絹
生
産
や
麻
・
紙
・
煙

草
栽
培
な
ど
が
盛
ん
で
し
た
。
一
方
、
本
地
域

に
は
絹
の
取
引
市
場
と
し
て
栄
え
た
藤
岡
町
か

ら
上
信
国
境
の
峠
を
越
え
て
信
濃
国
へ
通
じ
る

二
つ
の
脇
街
道
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

元
禄
十
五
年
の
「
上
野
国
絵
図
」
に
よ
れ
ば
、

一
つ
は
藤
岡
か
ら
神
流
川
沿
い
に
西
進
し
、
十

石
峠
を
経
て
信
州
佐
久
地
方
に
至
る
十
石
街
道

で
す
。
他
の
一
つ
は
藤
岡
か
ら
吉
井
・
七
日
市

等
の
陣
屋
を
経
て
下
仁
田
に
至
る
下
仁
田
道
で
、

こ
の
道
は
さ
ら
に
二
筋
に
分
か
れ
、
南
路
は
南

牧
領
の
砥
沢
村
を
経
て
余
地
峠
越
え
の
道
、
北

路
は
西
牧
領
の
本
宿
村
か
ら
内
山
峠
や
志
賀
峠

越
え
な
ど
の
道
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
各
道
の
国
境
付
近
に
は
往
来
す
る
旅
人

や
荷
物
を
取
り
締
ま
る
た
め
、
幕
府
の
代
官
が

管
理
し
た
三
つ
の
関
所
が
あ
り
、
十
石
街
道
の

楢
原
村
に
白
井
関
所
（
寛
永
八
年
）
、
下
仁
田

道
南
路
の
砥
沢
村
に
南
牧
関
所
（
文
禄
二
年
）
、

北
路
の
本
宿
村
に
西
牧
関
所
（
文
禄
二
年
）
が

開
館
記
念
日

記
念
講
演
会

そ
れ
ぞ
れ
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
下
仁
田
道
の
北
路
は
通
称
「
姫
街
道
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
史

料
と
し
て
明
治
初
年
の
「
甘
楽
郡
上
小
坂
村
誌
」

（
『
上
野
国
郡
村
誌
』
第
八
巻
所
収
）
に
次
の

よ
う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

里
道
一
等
、
巾
七
尺
、
東
方
菅
原
村
界
ヨ

リ
村
ノ
中
央
ヲ
過
テ
西
方
西
野
牧
村
ニ
入

ル
、
往
時
之
ヲ
女
人
街
道
ト
云
フ
（
下
略
）

さ
ら
に
昭
和
三
年
刊
『
北
甘
楽
郡
史
』
の
西

牧
関
所
の
記
述
に
は
「
西
牧
村
大
字
本
宿
字
関

所
裏
に
あ
り
き
。
此
道
は
上
小
坂
村
よ
り
漆
萱

村
を
経
て
根
古
屋
に
出
ず
る
も
の
、
所
謂
女
街

道
な
り
。
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
姫
街
道
は
下

仁
田
道
の
本
道
そ
の
も
の
を
指
す
の
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
西
牧
関
所
北
方
か
ら
妙
義
神
社
方
面

へ
向
か
う
脇
道
（
関
所
の
抜
け
道
）
を
示
し
て

い
た
の
で
は

な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。

江
戸
時
代

後
期
の
西
上

州
の
宿
場
や

村
の
様
子
を

描
い
た
資
料

と
し
て
文
政

十
年
刊
の
『
諸
国
道
中
商
人
鑑
』
（
み
や
ま
文

庫
所
収
）
と
天
保
九
年
の
「
天
保
巡
見
日
記
」

（
『
群
馬
県
史
』
資
料
編

所
収
）
が
あ
り
ま

13

す
。

『
諸
国
道
中
商
人
鑑
』
は
江
戸
の
板
橋
宿
か

ら
武
州
川
越
・
寄
居
等
か
ら
藤
岡
・
富
岡
・
下

仁
田
・
初
鳥
屋
に
至
る
、
い
わ
ゆ
る
下
仁
田
道

沿
い
の
主
な
商
家
・
休
泊
所
・
名
物
等
を
宿
場

毎
に
、
時
に
挿
絵
付
き
で
紹
介
し
た
旅
の
案
内

書
で
、
江
戸
時
代
の
交
通
史
や
社
会
経
済
史
の

資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
者
の
「
天
保
巡
見
日
記
」
は
、
十
二
代
将

軍
家
慶
の
代
に
、
天
保
飢
饉
後
の
関
東
五
カ
国

の
幕
府
領
村
々
を
視
察
す
る
た
め
派
遣
さ
れ
た

巡
見
使
一
行
の
日
記
で
す
。
こ
の
中
で
藤
岡
町

に
つ
い
て
は
至
極
繁
盛
す
る
在
町
で
、
絹
紬
商

売
の
者
が
多
く
、
江
戸
三
井
越
後
屋
等
の
出
店

が
あ
り
、
一
之
宮
あ
た
り
は
日
本
一
の
麻
苧
の

名
産
地
と
記
し
、
さ
ら
に
本
宿
村
の
入
口
に
は

碓
氷
裏
関
所
が
あ
る
な
ど
、
沿
道
の
景
観
や
宿

村
の
様
子
、
風
俗
、
人
情
な
ど
を
具
体
的
に
記

し
、
大
変
興
味
深
い
資
料
と
い
え
ま
す
。

最
後
に
、
西
上
州
の
三
関
所
は
い
ず
れ
も
寛

永
八
年
に
幕
府
役
人
（
小
幡
・
塚
原
の
二
名
）

の
実
地
検
分
が
行
わ
れ
、
こ
の
時
、
地
元
村
民

へ
は
抜
け
道
や
脇
道
の
封
鎖
が
命
じ
ら
れ
、
ま

た
江
戸
時
代
を
通
じ
て
往
来
す
る
旅
人
や
諸
荷

物
の
取
り
締
ま
り
を
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
各
関
所
に
は
江
戸
時
代
中
期
以
降
の

「
通
行
改
日
記
」
等
が
伝
存
し
て
い
ま
す
。
西

牧
関
所
で
は
元
禄
～
宝
永
期
の
十
八
年
間
に
参

詣
・
湯
治
人
や
商
人
な
ど
約
五
六
五
〇
人
、
白

井
関
所
で
は
享
保
十
六
年
の
一
年
間
に
商
人
・

職
人
・
馬
喰
な
ど
三
二
四
人
と
馬
一
五
九
疋
の

往
来
が
確
認
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
南
牧
関
所
で

は
天
保
十
四
年
、
将
軍
家
慶
に
よ
る
日
光
社
参

時
に
厳
重
な
取
り
締
ま
り
が
実
施
さ
れ
、
四
月

十
二
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
十
一
日
間
に
一

三
〇
人
の
庶
民
の
往
来
が
あ
っ
た
こ
と
を
当
時

の
記
録
か
ら
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
（
『
群

馬
県
史
』
資
料
編
９
所
収
）
。

「
近
代
群
馬
の
養
蚕
・
製
糸
」

現
在
当
館
で
は
、
平
成
二
十
七
年
五
月
十
日

（
日
）
ま
で
、
標
記
の
ロ
ビ
ー
展
示
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

ロ
ビ
ー
展
示
Ⅰ
に
続
き
、
「
富
岡
製
糸
場
と

絹
産
業
遺
産
群
」
の
世
界
遺
産
登
録
を
記
念
し
、

当
館
収
蔵
史
料
を
中
心
に
、
明
治
～
昭
和
初
期

に
か
け
て
の
群
馬
の
蚕
糸
・
製
糸
業
に
関
す
る

史
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
富
岡
製
糸
場
と
と

も
に
、
近
代
群
馬
の
産
業
を
支
え
た
蚕
糸
改
良

の
教
育
機
関
に
関
す
る
史
料
や
、
明
治･

大
正･

昭
和
期
に
お
け
る
県
の
養
蚕
製
糸
の
物
産
価
格

の
割
合
な
ど
、
収
蔵
史
料
を
も
と
に
解
説
し
て

い
ま
す
。

展
示
内
容
は
、
色
鮮
や
か
に
作
ら
れ
、
繭
や

生
糸
が
県
の
重
要
な
産
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
物
産
統
計
を
展
示･

解
説
し
た
「
①
統
計
で

見
る
群
馬
の
養
蚕
・
製
糸
」
。
養
蚕
技
術
を
全

国
に
普
及
さ
せ
た
高
山
社
。
そ
の
高
山
社
が
、

蚕
種
の
学
術
研
究
の
た
め
県
に
提
出
し
た
「
蚕

年
度
ロ
ビ
ー
展
示
Ⅱ

26

『諸国道中商人鑑』
（みやま文庫）より
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種
製
造
の
承
認
願
」
を
含
む
「
②
養
蚕
改
良
と

蚕
種
製
造
」
。
前
橋
の
明
治
期
製
糸
女
工
の
勤

務
状
況
や
、
当
時
の
製
糸
場
の
様
子
を
記
し
た

「
工
場
日
誌
」
を
含
む
「
③
座
繰
製
糸
か
ら
器

械
製
糸
へ
」
。
そ
し
て
、「
④
『
群
馬
の
蚕
糸
業
』

略
年
表
」
と
、
「
⑤
群
馬
の
養
蚕･

製
糸
参
考
史

料
」
で
構
成
し
て
い
ま
す
。
文
書
館
な
ら
で
は

の
貴
重
な
史
料
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
、
ご
来
館
下
さ
い
。

●
長
期
古
文
書
講
座

９
月
６
日(

土)

か
ら

月

日(

土)

ま
で
毎

11

29

週
土
曜
日
、
全

回
の
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

12

全

回
の
講
座
の
う
ち
４
回
は
外
部
講
師
を
招

12
い
て
の
講
義
で
し
た
。
近
代
を
担
当
さ
れ
た
丑

木
幸
男
講
師
、
中
世
を
担
当
さ
れ
た
久
保
田
順

一
講
師
と
も
、
熱
心
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
講
義

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
修
了
者
数
は

人
。

45

入
門
・
長
期
を
合
わ
せ
た
修
了
者
数
は
延
べ
三

千
九
百
人
を
超
え
、

年
度
は
四
千
人
の
大
台

27

を
迎
え
る
記
念
す
べ
き
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

●
出
前
な
ん
で
も
講
座

年
度
は
６
件
の
申
込
を
受
け
て
講
座
を
行

26
い
ま
し
た
。(

文
書
館
Ｈ
Ｐ
参
照)

皆
様
か
ら

ご
好
評
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
県
全
体
で
人

気
講
座
ベ
ス
ト
５
に
入
り
ま
し
た
。
来
年
度
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長
期
古
文
書
講
座
・
出
前
な
ん
で
も

講
座
・
ぐ
ん
ま
史
料
講
座

●
ぐ
ん
ま
史
料
講
座

本
講
座
は
文
書
館
が
収
蔵
す
る
史
料
の
中
か

ら
、
興
味
深
い
歴
史
史
料
を
テ
ー
マ
別
に
紹
介

す
る
講
座
で
す
。
本
年
度
は
１
月

日(

土)

、

24

２
月
７
日(

土)

の
２
回
行
わ
れ
ま
し
た
。
定
員

名
に
対
し
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
急

50遽
定
員
を
増
や
す
ほ
ど
で
大
盛
況
の
う
ち
に
終

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

☆
１
・

高
橋
敏
講
師
（
国
立
歴
史
民
俗

24

博
物
館
名
誉
教
授
）
「
地
域
史
料
か
ら
見
た

小
栗
上
野
介
忠
順
と
幕
末
上
州
ー
『
小
栗
日

記
』
を
中
心
に
ー
」

江
戸
幕
府
の
役
職
を
辞
し
て
権
田
村
（
現
高

崎
市
倉
渕
町
）
に
居
住
し
た
小
栗
が
残
し
た
『
小

栗
日
記
』
を
も
と
に
小
栗
の
人
物
像
や
激
動
の

幕
末
社
会
に
焦
点
を
あ
て
、
正
史
で
は
語
ら
れ

な
い
「
敗
者
」
の
歴
史
を
講
師
独
自
の
視
点
を

交
え
て
熱
心
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

☆
２
・
７

手
島
仁
講
師
（
前
橋
市
歴
史
文

化
遺
産
活
用
室
長
）「
『
耕
堂
楫
取
男
爵
伝
記
』

手
島
仁
講
師

高
橋
敏
講
師

と
花
燃
ゆ
」

群
馬
県(

第
二
次)

初
代
県
令
楫
取
素
彦
に
つ

い
て
『
耕
堂
楫
取
男
爵
伝
記
』
と
群
馬
県
行
政

文
書
を
も
と
に
現
在
放
送
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
花
燃
ゆ
」
の
制
作
の
舞
台
裏
も
か
ら
め
、

実
証
主
義
に
徹
し
た
講
師
が
捉
え
る
楫
取
素
彦

像
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

年
度
は
時
期
を
夏
期
と
秋
期
に
分
け
て
行

27
う
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

昨
年
十
月
三
十
日
、
天
川
小
学
校
の
三
年
生

七
五
名
が
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
活
動
の

一
環
と
し
て
来
館
し
ま
し
た
。
学
習
の
ね
ら
い

は
「
地
域
の
歴
史
等
を
調
べ
た
り
ま
と
め
た
り

し
な
が
ら
、
地
域
の
よ
さ
を
見
つ
け
、
伝
統
を

守
り
将
来
に
伝
え
て
い
こ
う
と
す
る
気
持
ち
を

育
て
る
（
地
域
の
よ
さ
を
再
発
見
）
」
こ
と
で

し
た
。

当
館
で
は
、
天
川
地
区
の
昔
の
絵
図
（
地
図
）

を
活
用
し
ま
し
た
。
当
館
所
蔵
の
約
百
五
十
年

前
と
約
三
百
年
前
の
史
料
で
す
。
絵
図
の
活
用

は
「
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
に
あ
る
も
の
」
と
「
昔

と
は
変
わ
っ
て
い
る
も
の
」
を
視
覚
的
に
比
較

で
き
る
の
で
、
大
変
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
説
明
す
る
の
に
使
用
す
る
絵
図
は
、

掲
示
し
や
す
い
複
製
品
の
パ
ネ
ル
を
利
用
し
ま

し
た
が
、
合
わ
せ
て
現
物
の
展
示
も
行
い
ま
し

た
。
絵
図
の
質
感
や
色
、
大
き
さ
に
着
目
し
て

天
川
小
学
校

授
業
協
力
の
報
告

も
ら
い
、
そ
の
歴
史
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
留
意
し
ま
し
た
。

児
童
か
ら
も
「
こ
の
古
墳
知
っ
て
る
。
」
や

「
こ
の
お
寺
に
行
っ
た
こ
と
あ
る
よ
。
」
な
ど
、

絵
図
の
中
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、
た
く
さ

ん
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段
当

た
り
前
に
見
て
い
る
広
瀬
川
や
端
気
川
、
宮
川

な
ど
の
河
川
、
大
き
な
道
な
ど
が
何
百
年
も
昔

か
ら
変
わ
ら
ず
に
あ
る
こ
と
に
、
と
て
も
驚
い

て
い
た
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

全
体
的
な
学
習
活
動
の
構
成
や
、
使
用
す
る

資
料
の
選
定
は
、
効
果
的
に
で
き
た
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
先
生
方

と
の
事
前
の
打
ち
合
わ
せ
が
適
切
に
行
え
た
こ

と
が
大
き
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
や
は
り
実
際
に
指
導
さ
れ
る
先
生
方
と
の

確
認
や
、
使
用
す
る
史
料
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
様
々
な
連
携
・
協
力
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
が
、
関
係
機
関
や
関
係
者

と
の
打
合
せ
や
意
思
の
疎
通
を
図
り
、
効
果
的

な
取
り
組
み
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ま
た
ま
た
新
し
い

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
が
登
場
！
こ
れ
か
ら
古

文
書
の
解
読
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
人
向
け
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

「
演
習
ぐ
ん
ま
の
古
文
書
入
門
」

た
だ
い
ま
開
催
中
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主
に
江
戸
時
代
～
明
治
時
代
の
古
文
書
の
中
か

ら
、
基
本
的
な
内
容
の
も
の
を
選
び
、
毎
月
２

回
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
古
文
書
学
習
に
近
道
な
し
、
習
う
よ
り
慣

れ
ろ
！
」
を
合
い
言
葉
に
あ
な
た
の
ペ
ー
ス
で

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
平
成
二
六
年
十
月
以
降
）

◎
安
中
市
原
市
・
櫻
井
保
広
家
文
書

近
世
期
に
原
市
村
組
頭
、
明
治
期
に
同
村
戸

長
、
原
市
町
長
等
を
務
め
た
櫻
井
家
史
料
及
び

近
世
原
市
村
名
主
家
文
書
等
を
含
む
文
書
群
。

年
貢
・
諸
役
、
助
郷
・
領
主
巡
見
、
戸
長
役
場

文
書
、
原
市
学
校
関
係
文
書
、
枝
下
神
社
・
満

福
寺
文
書
な
ど
が
あ
る
。
約
三
千
点
。
（
寄
託
）

（
平
成
二
七
年
一
月
及
び
同
年
三
月
公
開
分
）

※
文
書
群
名
の
住
所
表
記
は
文
書
受
入
当
時
の
も
の

◎
高
崎
市
岩
鼻
町
・
近
藤
清
廉
家
文
書

主
に
岩
鼻
監
獄
典
獄
の
近
藤
清
関
係
史
料
群
。

①
清
宛
楫
取
素
彦
書
簡
、
②
辞
令
・
褒
賞
等
に

よ
る
履
歴
書
等
、
③
官
有
地
の
岩
鼻
監
獄
敷
地

払
下
史
料
、
④
家
作
・
土
地
小
作
関
係
史
料
な

ど
。

二
四
七
点
（
Ｐ
一
三
〇
一
）

◎
沼
田
市
岡
谷
町
・
大
嶋
千
治
家
文
書

近
世
岡
谷
村
名
主
文
書
が
中
心
。
享
保
期
沼

新
た
に
収
集
し
た

古

文

書

新
た
に
閲
覧
で
き
る

古

文

書

田
藩
主
土
岐
氏
宛
老
中
奉
書
、
同
藩
主
本
多
氏

施
政
が
記
さ
れ
た
沼
田
領
惣
百
姓
の
幕
府
へ
の

訴
状
写
、
三
国
・
戸
倉
戦
争
関
係
史
料
な
ど
。

第
一
次
公
開

一
七
八
五
点
（
Ｐ
九
四
一
一
）

◎
勢
多
郡
新
里
村
新
川
・
鏑
木
五
子
家
文
書

①
近
世
勢
多
郡
新
川
村
名
主
文
書
、
②
勢
多

郡
新
川
村
等
近
代
文
書
、
③
同
家
私
的
文
書
か

ら
な
る
。
①
は
年
貢
割
付
状
等
の
貢
租
関
係
、

村
行
政
関
係
、
宗
門
人
別
改
帳
等
の
村
況
・
戸

口
関
係
文
書
な
ど
。
③
は
典
籍
類
・
書
画
、
冠

婚
葬
祭
な
ど
。

三
〇
六
点
（
Ｐ
九
七
〇
七
）

◎
勢
多
郡
新
里
村
野
・
千
本
木
義
夫
家
文
書

①
近
世
野
村
名
主
文
書
、
②
野
村
等
近
代
文

書
、
③
同
家
私
的
文
書
か
ら
な
る
。
①
は
大
胡

東
領
野
村
御
縄
打
水
帳
、
同
御
検
地
野
帳
、
野

村
絵
図
な
ど
。
③
の
日
嘉
栄
（
明
治
一
七
年
～
）

は
、
赤
城
南
麓
地
域
の
富
農
層
の
生
活
等
が
記

さ
れ
た
好
史
料
。
二
七
三
点
（
Ｐ
九
六
〇
一
）

◎
勢
多
郡
東
村
・
狩
野
美
恵
子
家
文
書

新
井
ふ
で
氏
の
卒
業
証
書
二
点
。
№
一
の
県

立
桐
生
高
等
女
学
校
（
現
桐
女
）
の
前
身
は
、

明
治
四
一
年
設
立
の
山
田
郡
立
桐
生
高
等
女
学

校
で
県
内
二
番
目
の
女
学
校
。
№
二
の
山
田
郡

私
立
桐
生
裁
縫
女
学
校
は
、
現
桐
生
第
一
高
。

伝
存
地
は
前
橋
市
。

二
点

（
Ｐ
九
六
一
〇
）

◎
渋
川
市
白
井
・
高
橋
俊
雄
家
文
書

長
尾
尋
常
高
等
小
学
校
教
員
の
高
橋
音
五
郎

関
係
文
書
が
多
数
。
「
教
授
案
」
（
大
正
二
年
）

・
「
教
案
簿
」
（
昭
和
二
年
）
は
、
当
時
の
授
業

の
実
態
を
知
る
上
で
貴
重
。
明
治
～
大
正
期
の

教
科
書
類
、
雑
誌
『
群
馬
教
育
』
な
ど
。

一
二
〇
点
（
Ｐ
〇
一
二
〇
六
）

◎
前
橋
市
朝
日
町
・
高
野
家
旧
蔵
文
書

高
野
家
の
経
営
関
係
文
書
は
、
借
用
証
書
、

前
橋
製
糸
精
選
社
の
共
有
書
（
明
治
一
二
年
）

な
ど
。
教
育
関
係
文
書
は
、
桃
井
尋
常
小
卒
業

証
書
・
修
業
証
書
や
前
橋
中
褒
状
・
賞
状
な
ど
。

明
治
～
大
正
期
の
小
・
中
学
校
教
育
を
知
る
上

で
貴
重
。

四
一
点
（
Ｐ
〇
一
〇
〇
五
）

◎
藤
岡
市
高
山
・
高
山
家
文
書

①
高
山
社
関
係
史
料
、
②
明
治
十
年
代
以
降

の
養
蚕
関
係
史
料
か
ら
な
る
。
①
は
養
蚕
日
誌

（
明
治
一
五
年
～
）
、
高
山
社
授
業
員
派
遣
地

一
覧
（
明
治
二
一
年
～
）
等
。
②
は
共
進
会
出

品
書
綴
（
明
治
一
五
年
）
や
養
蚕
関
係
の
版
本

類
。

一
一
九
七
点
（
Ｐ
Ｆ
九
一
〇
二
）

◎
群
馬
県
・
大
芝
猛
家
文
書

大
正
二
年
十
月
、
山
本
権
兵
衛
内
閣
内
大
臣

の
原
敬
が
、
栃
木
県
塩
原
温
泉
の
米
屋
か
ら
大

芝
群
馬
県
知
事
に
宛
て
た
書
簡
。
内
容
は
群
馬

県
下
学
校
整
理
問
題
や
政
友
会
入
党
の
件
に
つ

い
て
な
ど
。
文
中
に
複
数
の
群
馬
県
関
係
者
の

名
前
が
あ
る
。

一
点
（
Ｐ
〇
一
〇
〇
四
）

◎
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
・
高
橋
あ
つ
子
家
文
書

①
近
世
須
賀
尾
村
名
主
文
書
、
②
須
賀
尾
村

等
近
代
文
書
、
③
同
家
私
的
文
書
か
ら
な
る
。

①
は
信
州
諸
藩
廻
米
や
信
州
酒
伊
香
保
温
泉
請

売
り
、
訴
訟
関
係
史
料
な
ど
。
②
は
沓
掛
宿
へ

の
新
道
開
鑿
工
事
史
料
な
ど
。
③
は
地
主
・
村

会
議
員
史
料
な
ど
。
七
六
四
点
（
Ｐ
一
一
〇
五
）

◎
北
群
馬
郡
吉
岡
町
・
中
島
英
子
家
文
書

主
に
近
世
大
久
保
村
名
主
文
書
。
名
主
業
務

書
留
の
万
日
記
、
歎
願
書
等
書
留
の
御
願
書
控

帳
な
ど
。
宗
門
人
別
帳
・
年
貢
割
付
状
は
寛
文

～
天
保
期
の
も
の
。
華
道
・
和
歌
・
俳
諧
関
係

史
料
も
多
い
。

六
三
七
点
（
Ｐ
〇
四
〇
九
）

★
展

示
★

ロ
ビ
ー
展
示
Ⅱ
「
近
代
群
馬
の
養
蚕
・
製
糸
」

５
・

(

日)

ま
で

10

常
設
展

５
・

(

土
）
～

７
・
５(

日)

16

年
度
ロ
ビ
ー
展
示
Ｉ

27「
記
録
が
語
る
昭
和
の
戦
争
と
県
民
の
く
ら

し(

仮)

」

７
・

(

土)

～

・
４(

日)

11

10

★
講

座
★

古
文
書
入
門
講
座(

土
曜
日
：
全
５
回)

６
・
６

～

７
・
４

募
集
開
始
４
・
20

第
１
回
ぐ
ん
ま
史
料
講
座

７
・

(

土
）

25

講
師

岩
根
承
成
（
元
群
馬
大
学
講
師
）

長
期
古
文
書
講
座
（
土
曜
日
：
全

回
）

12

９
・
５
～

・
11

28

事
前
申
込
が
必
要
な
も
の
も
あ
り
ま
す

詳
細
は
文
書
館
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
下
さ
い

発
行
／
群
馬
県
立
文
書
館

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
r
c
h
i
v
e
s
.
p
r
e
f
.
g
u
n
m
a
.
j
p

題
字
／
岡
庭
征
人
書

今
後
の
行
事
予
定




